
大和市告示第１８５号 

大和市商店街施設整備事業等補助金交付要綱の一部を改正する要綱を次のように定める。 

平成２６年１０月１４日 

                      大和市長 大 木  哲   

 

大和市商店街施設整備事業等補助金交付要綱の一部を改正する要綱 

大和市商店街施設整備事業等補助金交付要綱（平成２１年大和市告示第５９号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第１条中「設置する」を「整備する」に改める。 

第４条第３項中第３号を削り、第４号を第３号とし、第５号を第４号とし、同項第６号中「設置」

を「整備」に改め、同号を同項第５号とする。 

第５条に次の１項を加える。 

２ 前項本文の規定にかかわらず、補助金の交付を受けようとする者が、国、本市その他の公共団

体又は公共的団体から補助事業の実施に係る他の補助金等の交付を受け、又は受けることが見込

まれる場合は、当該補助金等の額を除いた部分を補助対象とする。 

第８条中「受けた」を「受けて設置し、又は改修した」に改める。 

第１０条中「受けた」を「受けて設置し、又は改修した」に、「すべて」を「全て」に改める。 

別表第１を次のように改める。 

 

  



別表第１（第４条関係）  

補助事業 補助対象施設 補助要件 補助限度額、補助率等 

商店街施

設設置・

改修事業 

街路灯 １ 街路照明を主たる目的とし

た照明具であること（商店会

名及び商店街の存在する通り

の名称等を示す看板類を付設

したものを含む。）。 

２ 改修の場合は、従前から使

用している脚部を利用し、そ

の他の部分を全て新設するも

のであること。 

３ 電球の交換の場合は、電球

をＬＥＤ電球に交換するもの

であること。 

５，０００，０００円を上限として

補助対象経費の１０分の３。ただ

し、街路灯１基当たりの補助限度額

は次のとおりとする。 

(1) 新設の場合 

１灯式 １７５，０００円 

２灯式以上 ２５０，０００円 

(2) 改修の場合 

１灯式 ６５，０００円 

２灯式以上 １３０，０００円 

(3) 電球の交換の場合 

１灯式 ２０，０００円 

２灯式以上 ３０，０００円 

防犯カメラ １ 商店街区域等における犯罪

発生の抑止及び来街者の体感

治安の向上を目的として設置

するものであること。 

２ 道路法その他の法令に基づ

く許可等が必要である場合

は、当該許可等を受けている

こと。 

５，０００，０００円を上限として

補助対象経費の１０分の３ 

アーチ １ 商店街の存在、区域等を来

街者に周知させることを主た

る目的として設置するもので

あること。 

２ 通路等をまたいで上部で接

続されているものであるこ

と。 

 



  ３ 改修工事については、従前

から使用している脚部を利用

し、その他の部分を全て新設

するものであること。 

 

 アーケード １ 通路上に設置するものにつ

いては、建築許可を受けた構

造とすること。民地に設置す

るものについても、これに準

じた構造とすること。 

２ 改修工事については、事業

費が５，０００，０００円を

超えるものであること。 

 

 シンボルタワ

ー 

１ 街並みに調和したものであ

ること。 

２ 地域の共感を得られ親しま

れるものであること。 

３ １商店街につき１施設とす

ること。 

４ 他の商店街と類似しないデ

ザインであること。 

５ 高さが４メートルを超える

ものであること。 

６ 高さが底辺の１．５倍以上

であること。 

７ 街路灯及びアーチでないこ

と。 

 

 サイン施設 次に掲げる施設であること。 

(1) 片アーチ類（商店街の存

在、商店街の存在する通り

の名称等を来街者に周知さ 

 

 



   せることを主たる目的とし

て設置する大型の案内施設

で、街路灯、看板等でない

もの） 

(2) 案内看板類（商店街の構

成店やその内容等を来街者

に周知させることを主たる

目的として設置する小型の

案内施設で、街路灯でない

もの） 

 

 モニュメント １ 街並みに調和したものであ

ること。 

２ 地域の共感を得られ親しま

れるものであること。 

３ １商店街につき１施設とす

ること。 

４ 他の商店街と類似しないデ

ザインであること。 

 

 情報関連施設 商店街が販売促進、顧客管理、

情報提供等のための情報化共同

事業を実施する際に必要となる

一連の情報処理システムで、次

に掲げる施設であること。ただ

し、会員の相当部分が当該シス

テムを利用しており、かつ、会

員店舗に設置される端末装置等

は、商店街全体が所有し、維持

管理を行うものに限る。 

(1) システムを構成する電子

計算機及び会員店舗等に設 

 

 



  置される端末機器等の情報

処理機器 

(2) システムとして稼働させ

るために必要となるパッケ

ージ型プログラムソフト。

ただし、カード等の消耗品

類、別途必要となるシステ

ム設計、プログラム開発経

費、機器の追加及びリース

料については除く。 

 

 休息施設 ベンチ、水飲み場等の利便快適

施設であること。 

 

 植栽施設 植樹帯、街路樹等の緑化施設で

あること。 

 

 駐車場施設 １ 商店街が来街者に利便を供

する目的で設置する駐車場及

び駐車場施設であること。 

２ 収容台数が５台以上である

こと。 

３ 借地の場合は、契約期間が

１年以上であり、かつ、５年

以上の存置が見込めること。 

４ 利用料金を設ける場合に

は、その額が施設の維持管理

に要する経費を超えることの

ないように十分配慮するこ

と。 

 

 駐輪場施設 １ 商店街が来街者に利便を供

する目的で設置する自転車用

及びオートバイ用の駐車場施 

 

 



  設であること。 

２ 収容台数が２０台以上であ

ること。 

３ 借地の場合は、契約期間が

１年以上であり、かつ、５年

以上の存置が見込めること。 

４ 利用料金を設ける場合に

は、その額が施設の維持管理

に要する経費を超えることの

ないように十分配慮するこ

と。 

 

 その他市長が

適当と認める

もの 

商店街の活動状況、立地環境等

から判断し、商店街の環境整備

に必要な施設であると市長が特

に認めたものであること。 

 

商店街施

設撤去事

業 

街路灯 老朽化等したものについて、危

険防止及び商店街環境維持のた

めに撤去するものであること。 

 

 

 

５００，０００円を上限として補助

対象経費の１０分の３。ただし、街

路灯１基当たりの補助限度額は、 

１０，０００円とする。 

アーチ １，０００，０００円を上限として

補助対象経費の１０分の３ 

アーケード 

 

２，０００，０００円を上限として

補助対象経費の１０分の３ 

その他市長が

適当と認める

もの 

危険防止及び商店街環境維持の

ために撤去する必要があると市

長が特に認めたものであるこ

と。 

備考 補助金の額に１，０００円未満の端数があるときは、その端数は切り捨てるものとする。 

  

  



別表第２第５号添付書類の欄中「設置」を「整備」に改め、同表備考中「すべて」を「全て」に

改める。 

附 則 

この要綱は、公表の日から施行する。 

 

 

 


